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「ロータリーの理解を深め、
楽しいクラブ活動にしよう。」

第３２代クラブ会長 石井 源一郎

東京武蔵村山ロータリークラブテーマ

本 日 の 例 会

卓 話 米山奨学委員会

第１５４６回

例 会
２００３．１０．２９

２００３―０４年度 国際ロータリーテーマ 「 手 を 貸 そ う 」 ＲＩ会長 ジョナサン・マジィアベ

次回例会案内 【11月5日(水)】

全員協議会

2 0 0 3 - 0 4 年 度 ガ バ ナ ー 戸 田 一
国 際 ロ ー タ リ ー 第 ２ ５ ８ ０ 地 区

Ｌｅｎｄ ａ Ｈａｎｄ

「 脚 下 照 顧 ・ 少 欲 知 足 」

１０月 は 職 業 奉 仕 月 間 ・ 米 山 月 間 で す。

な し

◇創 立 1972年7月8日 ◇承 認 1972年7月20日
◇ス ポ ン サ ー ク ラ ブ 東 京 立 川 ロ ー タ リー ク ラ ブ
◎会 長 石 井 源 一 郎 ◎幹 事 比 留 間 重 次
○副会長 清 水 高 彦 ○副幹事 薄 井 政 光
□会報雑誌委員長 田 中 伸 彦 副委員長 石 井 賢 司

委 員 栗 原 高 明 、 芦 川 征 史 、 峯 岸 一 郎

◇例 会 場 西 武 信 用 金 庫 ・ 村 山 支 店 ２ 階
〒2 0 8 - 0 0 0 4 武 蔵 村 山 市 本 町 ２ － ９ １ －
１
◇例 会 日 毎 週 水 曜 日 １ ２ ： ３ ０ ～ １ ３ ： ３ ０
◇ク ラ ブ 事 務 局
〒2 0 8 - 0 0 0 4 武 蔵 村 山 市 本 町 ２ － ９ １ －
１

（石井 源一郎 会長）会務報告

○ 東京ＲＣより「百周年記念の点鐘」申し込みが届いています。

各クラブ ３名以内、登録料 ５，０００円

○ 心の東京革命推進協議会より

・八都県市共同事業、青少年健全シンポジウムの案内が届いて

います。

１１月２２日（土） 13：00～ 川崎市高津市民会館ホール

○ 第54回 放送教育 全国大会の案内

・１１月７日（金） 12：30～ 渋谷公会堂

○ 市役所より 表彰状 贈呈式 出席依頼が届いています。

１１月３日（月） 10：00～ 市民会館展示場

第 1 5 4 5 回 例 会 報 告
司 会 原田 友義 ＳＡＡ委員長

点 鐘

来客紹介

（石井 源一郎 会長）

斉 唱 奉仕の理想

出席報告 （清水 高彦 副会長）

会 員 数 出席者数 出 席 率 前々回出席率修正

34名 30名 88.24％ 76.47→79.41％

幹事報告 （比留間 重次 幹事）

委員会報告

（石井 源一郎 会長）

○ゲスト 第2580地区ガバナー 戸田 一誠 様

地区幹事 渡部 恭伸 様

地区副幹事 高橋 弘文 様

ガバナー補佐 本荘 修 様

分区幹事 小松 宣夫 様

○ メーキャップ 藤野 豊 会員→東大和ＲＣ

な し



石井源一郎会長⇒ガバナーを迎えてのクラブ協議会が無事終了出来
ました。ご協力に感謝申し上げます。
比留間重次副幹事⇒戸田ガバナー、渡部地区幹事、高橋地区副幹事、
本荘ガバナー補佐、小松分区幹事、本日は、ご指導ありがとうござ
いました。

○波多野稔会員⇒戸田一誠ガバナーの公式訪問、誠に有難うございま
す。地区幹事殿、多摩分区 本荘ガバナー補佐、多摩分区 小松分区
幹事に感謝を込めて宜しくお願い致します。

今回計 ２５，０００円 ◆累 計 ５７２，０００円

ニコニコＢＯＸ (小林 均 親睦委員）

本

日

の

食

事

ガバナー公式訪問

第2580地区ガバナー 戸田 一誠 氏 （東京練馬西ＲＣ）

－ ２ ０ ０ ３ - ２ ０ ０ ４ 年 度 地 区 テ ー マ －

脚下照顧・少欲知足＝クラブ奉仕の充実。近年、強く

感じていることのひとつに、ロータリーが余りにも対外

奉仕活動に目を向け過ぎてしまって、脚下が多少疎かに

なっているのではないかということです。

「脚下照顧」は、足元を照らすと同時に、規範を他に

求めず、自らの内に求めよというような意味あいがあり

ます。

「少欲知足」は、読んで字の如く、欲するところを少

なくして足るを知るであり、今日風に言えばエコロジー

の発想です。

今日のロータリーが置かれている状況の中で“私達の

脚下、足元を見直すことによってクラブ奉仕を充実させ、

クラブ自身、会員自身が元気になり、その結果としてロー

タリーの勢いが復活して欲しいという願いでもあります。

私が地域での話に引用させていただいているのが、暁

烏敏（あけがらすはや）という方の文章です。

『ある日、庭におりて、一本の草花に向かった。それ

は、至極平凡な花であった。菊の清楚な美しさに及ばず

カトレアの妖艶な美しさにも遠く及ばない花であった。

しかし、その花は他の花を羨ましがらず、卑屈にもなら

ず、己に与えられた命を精一杯咲かせていた。そのこと

を切なく美しいと思った。その美しさを感じているうち

に、思わず合掌しないではいられなくなった。』

私は、この文章に二つの命の生き方を見るのです。一

つはちっぽけな花に象徴される、ひたむきに懸命に生き

ようとする命の姿。もう一方に外見に惑わされずに、ひ

たむきさ、懸命さを分かってやることができる研ぎ澄ま

された作者の精神的境地です。

ロータリーが人間教育の場だということは、それがす

べてであるというわけではありませんが、この文章に象

徴される「懸命な、ひたむきな生き方ができる人、ある

いは、懸命さ、ひたむきさが分かることのできる人」が

ロータリーが作りたい人間像のひとつであると、私は申

し上げたいと思います。

［担当：芦川］

クラブ協議会

風 景

<右上につづく>


